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株主の皆様へ 
 
 
（１）経営の基本方針 
 
  中央物産グループは、これまで築き上げた長年の信用と資産を有効に活用し、事業

の多角化と、各事業間の相乗効果により、時代の変化にも柔軟に対応し、永続的な事

業価値の向上を可能にする企業グループを目指しております。 
 
 
（２）利益配分に関する基本方針 
 
  当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策として位置付け、常に経

営基盤の強化及び将来の事業展開に備えるための内部留保につとめ、業績に応じた利

益還元を安定的かつ継続的に行うことを基本方針としております。 
 
 
（３）目標とする経営方針 
 
  当社は安定的な収益力を確保すべく｢売上総利益｣及び｢経常利益｣の利益率向上を重

視してまいります。 



（４）事業内容 
 
  当社は、石鹸・洗剤、化粧品・医療衛生用品・介護用品及び雑貨品などの生活関連

用品を主に国内メーカーから仕入れて、首都圏を中心に関西及び東海地区の百貨店・

量販店・有力卸店・専門店などへの卸売を事業としております。また、ホテル経営も

営んでおります。 
 
  なお、中央物産グループは、中央物産（株）とその傘下に１００％子会社として、

パーソナルケア製品（健康清潔生活）の製造、輸入、商品企画及び販売を営むメーカ

ー業を（株）シービック、今後重要性の高まる小売業店頭支援業務を行う（株）ＣＢ

フィールド・イノベーション、３ＰＬ（サード・パーティー・ロジスティクス）とし

て鋭意物流事業を拡充する（株）シー・ビー・ロジスティクス、競合との差別化強化

のため独自の商品開発を行う（株）エナスによって成り立っております。これらは、

中央物産グループが中間流通業として向後他の追随を許さない戦略的な発展を遂げて

いくための、欠くべからざる機能・役割を担うものであります。 
 

 
 
 
 
 



（５）中長期的な会社の経営方針 
 
  当社グループは、平成１７年から平成１９年までの｢第二次中期経営計画（ペガサス

計画）｣をスタート致しました。本計画では、株主価値を最大化させるための“収益構

造改革”を最重点施策としております。 
 
 
（６）会社の対処すべき課題 
 

当社グループは、以下の事項に積極的に取り組み、企業としての社会的責任を果た

しつつ高収益体質への改善に努めてまいります。 
 
① 革新的な物流費の削減 
 
大幅なコスト削減を図るため最新の物流技術革新を実現する大規模物流センター

（伊勢原ロジスティクスセンター）を神奈川県伊勢原市に前期下期より本格稼動い

たしました。同センターでは、単に低コスト・高品質の物流を目指すのではなく、

省エネルギー設備・低公害車の導入・資源リサイクルなどの環境への配慮、地域社

会との共生（障害のある方の雇用創出）などを積極的に進めてまいります。また、

同センターの技術を既存センターに水平展開することにより、物流部門全体の継続

的なコスト削減を行ってまいります。 
 
【伊勢原ロジスティクスセンター外観】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  ② 得意先小売店へのカテゴリーマネージメント（ＣＭ）サポートの強化 
 

当社が提唱してきたカテゴリー・コントラクター機能をより高度化して、消費者

との接点となる小売店の店頭を活性化することにより、双方の売上増加に寄与して

まいります。具体的には、インフラ整備として、カテゴリーマネ－ジメント活動に

必要な情報“ＭＤ提案、分析、ＰＯＧ、商品検索機能”全てをＩＴシステム化した「Ｃ

-ＣＡＰ」（Chuo-Bussan.Category.analysis.program）を全ての営業員のパソコン

に搭載し、モバイル環境を整備した“どこでもＣＭ提案活動”を実現できる仕組みを

創り上げました。 
 

 実行組織としては、得意先のカテゴリービジネスの成果向上を専門的にサポート

する「カテゴリー別セールスマトリックス組織」を創り上げました。さらに、営業・

マーチャンダイジング・受発注・システム・物流（株式会社ＣＢＬ）・店頭サ－ビス

（株式会社ＣＢＦＩ）などの当社の中間流通機能の全てをまとめて実行する「カス

タマーチーム」を編成することにより、得意先小売店との「ダイヤモンド型の包括

的な取り組み」を実現し、小売店の収益向上に貢献する改善活動（カテゴリー・コ

ントラクター活動）を行ってまいります。 
 

【マーチャンダイジングスタジアム（ＭＤスタジアム）】 
 

 
 
 
 
 
 
（ＭＤスタジアム）は、弊社が掲げる“新中間流通業｢カテゴリー・コントラクター｣”提唱の一環として、得意先

小売店様に貢献できるマーチャンダイジング機能を体験していただく場所です。 

『鮮度・意外性・期待感』をコンセプトに、実際に商品を手に取ってもらい『新しい切り口』『旬』を体感してもら

うと同時に、「Ｃ-ＣＡＰ」システムをもとにしたマーチャンダイジング提案と得意先小売店様との取り組みの場とし

て有効的に活用されております。 

 
 
 
 
 
 
 
 

インポート提案、カテゴリー提案、売れ筋予測

提案、生活スタイル提案、什器カテゴリー提案、

一押し商品提案、ＭＡＹＢＥ提案、外商・ギフ

ト提案、ＣＢＣ機能説明の９個のブースでマー

チャンダイジングを提案 



（７）中間連結財務諸表 
 

①中間連結貸借対照表-1 

 
 
 
 
 
 



①中間連結貸借対照表-2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



①中間連結貸借対照表-3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



②中間連結損益計算書 

 
 
 


